Step.1

　問い：「中学生と高校生の応答に有意な差は認められるか？」

　帰無仮説：H0：「中学生か高校生かということと、応答とは無関係である。」

　対立仮説：H1：「中学生か高校生かということと、応答とは関係がある。」

　帰無仮説は、中学生か高校生かということと、選んだ答えは独立であるとするので、片側検定を用いる。

Step.2
　自由度：df = (9－1)-(2－1) = 8

　有意水準：片側検定に対し、0.05とする。

　以上より、棄却域にあるかないかの境界値はχ２分布表より

　χ２(8 , 0.05) = 15.51

Step.3

　χ二乗値を求める。
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　さて、仮説H0　が正しいときには、上の表の行と列は独立であるから、1個の標本を取ったとき、

（脊椎動物である確率）＝ ( 9 + 4 ) / 315

（哺乳類である確率）＝ ( 93 + 89 ) / 315

・

・

となる。同様にして

（中学生である確率）＝ 162 / 315

（中学生である確率）＝ 153 / 315

となる。したがって、

（中学生であり、かつ脊椎動物と答える確率）＝( 9 ＋ 4 )・162 / 315 * 315

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＝ 0.0212

となる（独立な2つの事象の積事象の確率）。すべてのセルについてこの確率を計算したものが次の表である。



　それゆえ、仮説H0　正しいならば、中学生で脊椎動物と答える期待度数は、

総度数315に確率0.0212を掛けて、

（中学生であり、かつ脊椎動物と答える期待度数）＝( 9 ＋ 4 )・162 / 315 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 ＝　0.669

となる。他の期待度数も同様に計算される（表３）。



一方で、観測度数は表１で与えられているから、次の表が得られる。




　　　　　　

　したがって、
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Step.4

　6.303という統計的検定値は15.51より左に位置するので帰無仮説を棄却できない。

Step.5

　有意水準0.05で、次のように言える。

「中学生と高校生の応答に、有意な差は認められない。」

Step.6

　違いに大きく寄与しているのは、表６・７より、次の通り

1. Ｊ高校の生徒で(c)との応答（2.36）

2. Ｊ高校の生徒で(d)との応答（2.17）

3. Ｊ高校の生徒で(f)との応答（21.23）

4. Ｊ高校の生徒で(g)との応答（5.28）

5. Ｃ高校の生徒で(f)との応答（8.46）

6. Ｃ高校の生徒で(g)との応答（2.11）

　　　　　　　ただし、括弧内の値は、(観測度数－期待値)^2/期待値

1．について

　　Ｊ高校で(c)と答えた生徒数39は、

　帰無仮説が成立した場合の期待値（49.9）より少ない。

1．について

　　Ｊ高校で(c)と答えた生徒数39は、

　帰無仮説が成立した場合の期待値（49.9）より少ない。

1．について

　　Ｊ高校で(d)と答えた生徒数11は、

　帰無仮説が成立した場合の期待値（17.1）より少ない。

1．について

　　Ｊ高校で(f)と答えた生徒数33は、

　帰無仮説が成立した場合の期待値（15.1）より多い。

1．について

　　Ｊ高校で(g)と答えた生徒数2は、

　帰無仮説が成立した場合の期待値（8.83）より少ない。

1．について

　　C高校で(f)と答えた生徒数20は、

　帰無仮説が成立した場合の期待値（37.9）より少ない。

1．について

　　C高校で(g)と答えた生徒数29は、

　帰無仮説が成立した場合の期待値（22.2）より多い。

分類に使用された概念�
中学生�
高校生�
行の計�
�
  脊椎動物�
9�
4�
13�
�
  哺乳類�
93�
89�
182�
�
  鳥類�
3�
0�
3�
�
  爬虫類�
25�
26�
51�
�
  両生類�
14�
15�
29�
�
  無脊椎動物�
7�
4�
11�
�
  軟体動物�
7�
10�
17�
�
  節足動物�
3�
4�
7�
�
  甲殻類�
1�
1�
2�
�
列の計�
162�
153�
315�
�






表 � SEQ 表 \* ARABIC �1�　観測度数の表





分類に使用された概念�
    中学生�
    高校生�
　�
�
  脊椎動物�
0.02122449�
0.02004535�
0.04126984�
�
  哺乳類�
0.29714286�
0.28063492�
0.57777778�
�
  鳥類�
0.00489796�
0.00462585�
0.00952381�
�
  爬虫類�
0.08326531�
0.07863946�
0.16190476�
�
  両生類�
0.04734694�
0.04471655�
0.09206349�
�
  無脊椎動物�
0.01795918�
0.01696145�
0.03492063�
�
  軟体動物�
0.0277551�
0.02621315�
0.05396825�
�
  節足動物�
0.01142857�
0.01079365�
0.02222222�
�
  甲殻類�
0.00326531�
0.0030839�
0.00634921�
�
　�
0.51428571�
0.48571429�
1�
�






表 � SEQ 表 \* ARABIC �2�　各セルの割合の表





分類に使用された概念�
    中学生�
    高校生�
�
  脊椎動物�
6.68571429�
6.31428571�
�
  哺乳類�
93.6�
88.4�
�
  鳥類�
1.54285714�
1.45714286�
�
  爬虫類�
26.2285714�
24.7714286�
�
  両生類�
14.9142857�
14.0857143�
�
  無脊椎動物�
5.65714286�
5.34285714�
�
  軟体動物�
8.74285714�
8.25714286�
�
  節足動物�
3.6�
3.4�
�
  甲殻類�
1.02857143�
0.97142857�
�






表 � SEQ 表 \* ARABIC �3�　期待度数





分類に使用された概念�
    中学生�
    高校生�
�
  脊椎動物�
0.8010989�
0.84822237�
�
  哺乳類�
0.00384615�
0.0040724�
�
  鳥類�
1.37619048�
1.45714286�
�
  爬虫類�
0.05754746�
0.06093261�
�
  両生類�
0.05604817�
0.05934512�
�
  無脊椎動物�
0.31875902�
0.33750955�
�
  軟体動物�
0.34743231�
0.3678695�
�
  節足動物�
0.1�
0.10588235�
�
  甲殻類�
0.00079365�
0.00084034�
�
計�
3.06171614�
3.24181709�
�






表 � SEQ 表 \* ARABIC �4�
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